
設
立
総
会
は
午
後
２
時
に
開

会
、
開
会
宣
言
の
あ
と
発
起
人

会
を
代
表
し
畠
山
忠
男
氏
が
挨

拶
を
述
べ
、
続
い
て
来
賓
を
代

表
し
、
由
利
本
荘
市
長
代
理
と

し
て
九
嶋
敏
明
副
市
長
、
加
藤

紘
一
秋
田
県
議
会
議
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
発
起
人
会
の
佐
々

田
亨
三
氏
が
議
長
を
務
め
、
同

じ
く
発
起
人
会
の
遠
藤
正
悦
氏

が
、
顕
彰
会
設
立
の
経
緯
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

遠
藤
氏
は
遠
藤
章
博
士
の
甥

で
、
叔
父
の
偉
業
を
た
た
え
る

顕
彰
碑
の
建
立
を
検
討
し
て
い

る
中
、
遠
藤
章
博
士
と
同
級
生

で
元
矢
島
高
校
校
長
の
畠
山
忠

男
氏
、
前
由
利
本
荘
市
教
育
長

の
佐
々
田
亨
三
氏
、
元
老
方
郵

便
局
長
の
長
谷
山
博
昭
の
３
氏

が
こ
れ
に
賛
同
し
、
今
春
、
発

起
人
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
遠
藤
章
博
士
顕
彰

会
の
規
約
案
と
、
令
和
２
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
▼
顕

彰
碑
は
遠
藤
章
博
士
の
学
舎
で

あ
る
本
荘
高
校
下
郷
分
校
の
跡

地
に
来
春
完
成
で
計
画
す
る
▼

募
金
の
目
標
額
を
１
５
０
万
円

と
す
る
▼
機
関
紙
を
発
行
す
る
・
・

こ
と
な
ど
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
役
員
の
選
出
が
行

わ
れ
、
会
長
に
は
発
起
人
会
の

佐
々
田
亨
三
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
会
長
】
佐
々
田
亨
三
（
前
由

利
本
荘
市
教
育
長
）

【
副
会
長
】
長
谷
山
博
昭
（
元

老
方
郵
便
局
長
）
・
小
松
幸
円

（
神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
）
・

小
松
卓
郎
（
映
像
プ
ロ
所
属
）

【
理
事
】
秋
山
正
毅
・
石
綿
孝

二
・
伊
東
冨
男
・
遠
藤
信
一
・

遠
藤
晃
・
大
沼
武
彦
・
小
野
長

清
・
金
子
拓
雄
・
工
藤
良
・
桑

山
明
久
・
小
松
慶
悦
・
小
松
秀

穂
・
小
松
佳
和
・
佐
藤
栄
子
・

佐
藤
由
美
・
高
橋
重
保
・
高
橋

義
明
・
高
橋
裕
子
・
佐
藤
博
敦

【
監
事
】
畠
山
与
一
・
柴
田

和
尋名

誉
会
長
に

長
谷
部
市
長
を
選
任

設
立
総
会
直
後
、
第
１
回
理

事
会
を
開
催
。
名
誉
会
長
に
長

谷
部
誠
由
利
本
荘
市
長
、
顧
問

に
米
田
進
前
秋
田
県
教
育
長
ら

４
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

理
事
会
の
開
催
状
況
と
、
会

議
決
定
事
項
等
は
次
の
通
り
で

す
。
（
氏
名
の
敬
称
略
）

第
１
回
理
事
会

期

日

７
月
25
日
（
土
）

会

場

有
鄰
館
農
林
研
修
室

出
席
者

12
名

内

容

①
名
誉
会
長
に
長
谷

部
誠
由
利
本
荘
市
長
、
顧
問
に

米
田
進
前
秋
田
県
教
育
長
、
阿

部
幸
悦
元
東
由
利
町
長
、
畠
山

忠
男
元
矢
島
高
校
校
長
、
遠
藤

正
悦
（
遠
藤
章
博
士
甥
）
を
選

任
。
②
遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
事

務
局
の
場
所
を
会
長
宅
と
す
る
。

③
理
事
の
中
か
ら
総
務
企
画
担

当
に
佐
藤
博
敦
、
会
計
担
当
に

高
橋
裕
子
、
企
画
運
営
渉
外
・

広
報
担
当
に
小
野
長
清
を
選
任
。

第
２
回
理
事
会

期

日

８
月
22
日
（
土
）

会

場

有
鄰
館

出
席
者

17
名

内

容

①
顕
彰
事
業
活
動
と

し
て
、
顕
彰
室
の
整
備
を
推
進

す
る
。
②
顕
彰
碑
の
建
立
を
推

進
す
る
。
③
機
関
紙
を
年
１
回

程
度
発
行
す
る
。
④
事
業
賛
同

者
の
勧
誘
を
東
由
利
総
合
支
所

だ
よ
り
で
周
知
を
図
り
、
地
域
・

地
元
か
ら
の
盛
り
上
が
り
と
、

理
事
な
ど
役
員
の
人
脈
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
行
う
。

⑤
８
月
20
日
現
在
の
建
立
賛
同

者
数
、
会
費
等
の
納
入
状
況
に

つ
い
て
報
告
。
⑥
顕
彰
碑
等
の

デ
ザ
イ
ン
案
に
つ
い
て
説
明
。

⑦
顕
彰
会
の
継
続
に
は
会
員
の

増
強
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
り
、

理
事
・
役
員
が
協
力
し
て
顕
彰

会
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
確
認
。
⑧
顕
彰
碑
等
建
立
事

業
協
力
金
と
年
会
費
が
混
在
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
今
年

度
は
顕
彰
碑
等
建
立
事
業
の
協

力
金
と
し
て
集
め
、
定
期
的
に

集
金
状
況
を
理
事
会
に
報
告
す

る
。
⑨
遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
理

事
会
に
小
委
員
会
を
設
け
、
そ

の
メ
ン
バ
ー
を
次
の
通
り

選
任
。

【
顕
彰
碑
建
立
検
討
委
員
会
】

長
谷
山
博
昭
（
委
員
長
）
・
遠

藤
正
悦
・
金
子
拓
雄
・
工

藤
良

【
機
関
紙
編
集
検
討
委
員
会
】

小
松
幸
円
（
委
員
長
）
・
遠
藤

信
一
・
小
野
長
清
・
高

橋

重
保

第
３
回
理
事
会

期

日

10
月
７
日
（
水
）

会

場

有
鄰
館

出
席
者

14
名

内

容

①
顕
彰
碑
建
立
推
進

事
業
協
力
金
の
振
込
者
名
と
人

数
を
報
告
。
②
顕
彰
碑
の
進
捗

状
況
と
御
影
石
を
材
質
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
を
資
料
で
説
明
。
③

顕
彰
碑
プ
レ
ー
ト
に
佐
々
田
亨

三
会
長
が
揮
毫
す
る
。
④
顕
彰

碑
ま
で
車
イ
ス
で
も
行
け
る
よ

う
に
配
慮
す
る
。
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遠藤章博士の略歴

生年月日 昭和８年１１月１４日

【学歴】

昭和24年 3月 下郷中学校卒

昭和24年 4月 本荘高校下郷分校入学

昭和26年 4月 秋田市立高校編入

昭和28年 3月 秋田市立高校卒

昭和32年 3月 東北大学農学部卒

昭和41年 学位取得(東北大学農学博士)

【職歴】

昭和32年 4月 三共（株）研究員

昭和41年 4月 アルバート・アインシュタイン

医科大学留学（米国）

昭和49年 2月 三共(株)主任研究員

昭和50年 8月 三共(株)研究第３室長

昭和61年 1月 東京農工大教授

平成 9年 4月 (株)バイオファーム研究所長

東京農工大名誉教授

平成16年 7月 金沢大学大学院客員教授

平成19年 6月 東北大学農学部特任教授

平成21年 4月 早稲田大学特命教授

令和 2年 東北大学特別招聘教授

【受賞歴】

昭和41年 4月 農芸化学賞

昭和62年10月 ハインリッヒ・ヴィーランド賞

昭和63年 3月 東レ科学技術賞

平成 4年10月 東由利町功労者

平成12年 5月 ウォーレン・アルパート賞

平成18年 4月 日本国際賞

平成18年11月 シャウル・マスリー賞

平成18年12月 秋田県名誉県民

平成19年11月 由利本荘市名誉市民

平成20年11月 ラスカー臨床医学研究賞

平成21年 6月 国際動脈硬化学会賞

平成23年11月 文化功労者

平成24年 5月 米国発明家殿堂入り

平成24年 5月 ペンシルバニア大学名誉博士

平成24年11月 瑞宝重光章（叙勲）

平成27年 5月 米国脂質協会終身名誉会員

平成29年 3月 ガードナー国際賞

75
名
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
設
立
総
会
（
７
月
25
日
・
有
鄰
館
）

令
和
２
年
７
月
25
日
（
土
）
、
由
利
本
荘
市
東
由
利
台
山
「
有
鄰
館
」
で
、
遠
藤
章
博
士
顕

彰
会
設
立
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
っ
た
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

顕
彰
会
設
立
の
賛
同
者
や
協
力
者
な
ど
、
75
名
の
皆
様
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
遠
藤
章
博
士
は
由
利
本
荘
市
東
由
利
法
内
の
出
身
で
、
東

京
農
工
大
学
名
誉
教
授
農
学
博
士
で
あ
り
ま
す
。
高
脂
血
症
治
療
薬
「
ス
タ
チ
ン
」
の
発
見
に

よ
り
国
内
外
で
数
々
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
「
日
本
国
際
賞
」
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
登
竜
門
と

言
わ
れ
て
い
る
「
ラ
ス
カ
ー
賞
」
を
受
賞
、
更
に
日
本
人
で
は
初
の
「
全
米
発
明
家
殿
堂
入
り
」

を
果
た
し
、
さ
ら
に
「
ガ
ー
ド
ナ
ー
国
際
賞
」
を
受
賞
し
「
世
界
の
遠
藤
」
と
讃
え
ら
れ
て
お

り
、
私
た
ち
由
利
本
荘
市
民
、
秋
田
県
民
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

発
起
人
会
を
代
表
し
挨
拶
す
る

遠
藤
章
博
士
の
同
級
生
で
元
矢

島
高
校
校
長
の
畠
山
忠
男
氏

発行責任者

遠藤章博士顕彰会
会長 佐々田亨三

☎0184-72-2045

遠
藤
章
博
士

は
、
東
京
農
工

大
学
名
誉
教
授

の
農
学
博
士
で
、

高
脂
血
症
治
療

薬
「
ス
タ
チ
ン
」

の
発
見
に
よ
り

国
内
外
で
数
々

の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。

特
に
人
類
の

平
和
と
繁
栄
へ

の
貢
献
が
認
め

ら
れ
、
「
日
本

国
際
賞
」
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
登
竜

門
と
言
わ
れ
て

い
る
「
ラ
ス
カ
ー

賞
」
を
受
賞
し
、
ま
た
日
本

人
で
は
初
の
「
全
米
発
明
家

殿
堂
入
り
」
を
果
た
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
ガ
ー
ド
ナ
ー

国
際
賞
」
を
受
賞
し
、
「
世

界
の
遠
藤
」
と
讃
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
遠
藤
博
士
が
青

カ
ビ
の
培
養
液
か
ら
血
中
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
低
下
さ

せ
る
「
ス
タ
チ
ン
」
を
発

見
し
、
そ
の
上
、
安
全
性
を

検
証
す
る
臨
床
ま
で
粘
り
強

い
努
力
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

今
日
で
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
と
並

ぶ
奇
跡
の
薬
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
、
世
界
の
何
億
人
の
人
々

が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

遠
藤
章
博
士
は
、
私
た
ち

由
利
本
荘
市
民
は
も
と
よ
り

秋
田
県
民
の
誇
り
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
夢

を
叶
え
た
憧
れ
の
人
、
希
望

の
星
で
あ
り
、
私
た
ち
は
遠

藤
章
博
士
の
偉
業
を
後
世
に

末
永
く
伝
え
、
讃
え
た
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

博
士
に
よ
る
「
ス
タ
チ
ン
」

の
発
見
に
は
幼
少
時
に
母
親

が
麹
を
作
る
の
を
手
伝
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
祖
父
と
一
緒

に
近
く
の
山
で
採
っ
た
ハ
エ

ト
リ
シ
メ
ジ
の
経
験
が
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
生
家
の
農
作
業

を
手
伝
い
な
が
ら
通
っ
た
本

荘
高
校
下
郷
分
校
か
ら
秋
田

市
内
の
高
校
へ
の
編
入
を
進

め
た
恩
師
と
の
出
会
い
な
ど
、

博
士
は
「
東
由
利
に
育
つ
た

か
ら
こ
そ
、
で
き
た
発
見
だ
」

と
話
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
へ

の
思
い
や
人
と
の
出
会
い
へ

の
感
謝
を
常
に
話
し
て
い
る

博
士
で
あ
り
ま
す
。

◇

◇

私
た
ち
は
、
郷
土
の
発
展

を
願
う
博
士
の
思
い
と
、
そ

の
世
界
的
な
偉
業
を
末
永
く

伝
え
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

達
の
学
び
の
支
え
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
顕
彰
会
を
設
立

す
る
も
の
で
す
。



遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
当
初
の

目
標
で
あ
る
顕
彰
碑
建
立
事
業

に
つ
い
て
は
、
⒏
月
に
長
谷
山

博
昭
副
会
長
を
委
員
長
と
し
、

遠
藤
正
悦
顧
問
、
金
子
拓
雄
理

事
、
工
藤
良
理
事
の
４
人
で
構

成
す
る
「
顕
彰
碑
建
立
検
討
委

員
会
」
を
編
成
し
ま
し
た
。

第
１
回
検
討
委
員
会
を
８
月

26
日
に
開
催
し
、
そ
の
後
３
回

に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
遠
藤
正
悦
顧

問
が
中
心
と
な
っ
て
顕
彰
碑
の

デ
ザ
イ
ン
や
施
工
業
者
の
選
定

な
ど
行
い
、
委
員
会
で
提
案
さ

れ
た
顕
彰
碑
の
材
質
や
デ
ザ
イ

ン
、
予
算
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
、
関
係
者
と
折
衝
し
、
よ
う

や
く
顕
彰
碑
を
発
注
い
た
し
ま

し
た
。

建
立
場
所
に
つ
い
て
は
、
博

士
の
希
望
を
踏
ま
え
、
ま
た
由

利
本
荘
市
の
ご
理
解
の
も
と
、

本
荘
高
校
下
郷
分
校
跡
地
に
建

立
す
る
こ
と
で
決
定
。
委
員
会

の
都
度
建
立
予
定
地
の
実
査
を

行
い
、
位
置
、
方
角
等
に
つ
い

て
は
実
物
大
顕
彰
碑
を
段
ボ
ー

ル
で
模
造
し
な
が
ら
検
討
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

顕
彰
碑
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

「
自
然
界
か
ら
発
見
さ
れ
た
ス

タ
チ
ン
が
世
界
の
人
々
を
救
う
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
①
台
座
は

自
然
界
を
表
現
。
②
本
体
は
ス

タ
チ
ン
の
発
見
～
完
成
ま
で
の

博
士
の
研
究
過
程
を
表
現
。
③

側
面
の
中
央
部
分
は
、
博
士
の

研
究
開
発
過
程
の
内
な
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
表
現
。
④
上
部
の
ヘ
ッ

ド
部
分
は
最
初
に
発
見
さ
れ
た

コ
ン
パ
ク
チ
ン
の
化
学
式
を
表

現
。
⑤
裏
側
に
は
博
士
の
受
賞

歴
。
⑥
横
側
に
は
顕
彰
碑
の
建

立
記
録
を
記
載
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

顕
彰
碑
の
右
側
に
は
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
、
①
顕
彰

碑
を
見
に
来
た
人
が
、
直
接
触

れ
る
こ
と
で
博
士
の
気
概
、
努

力
、
信
念
な
ど
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
「
手
形
」
を
彫
刻
。
②
博

士
が
次
世
代
に
贈
る
言
葉
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
紹
介
。
③
上
部
は
生

家
か
ら
見
え
る
鳥
海
山
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
。
④
裏
側
に

博
士
の
経
歴
を
紹
介
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

顕
彰
碑
の
設
計
・
デ
ザ
イ
ン

は
、
秋
田
市
に
事
務
所
の
あ
る

（
株
）
オ
レ
ン
ジ
ヘ
ッ
ド
の
土

田
卓
哉
氏
、
施
工
は
由
利
本
荘

市
石
脇
の
（
株
）
秋
田
石
材

（
小
野
晃
代
表
）
で
す
。

記
念
碑
は
幅
１
．
１
ｍ
、
高

さ
２
．
06
ｍ
で
、
直
径
約
50
㎝

の
黒
く
丸
い
ヘ
ッ
ド
部
分
に
化

学
式
が
刻
み
込
ま
れ
ま
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
幅
１
．
０

ｍ
、
高
さ
１
．
22
ｍ
で
、
博
士

の
手
形
が
実
寸
で
刻
み
込
ま
れ

ま
す
。

顕
彰
碑
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

材
料
に
は
、
い
ず
れ
に
も
御
影

石
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

基
礎
部
分
は
幅
４
．
１
ｍ
、

奥
行
き
２
．
９
４
ｍ
で
、
台
座

が
幅
３
．
２
ｍ
、
奥
行
き
１
．

５
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇

◇

顕
彰
碑
は
、
10
月
下
旬
に
発

注
し
、
令
和
３
年
４
月
末
に
は

完
成
予
定
で
、
顕
彰
会
と
し
て

は
、
５
月
に
顕
彰
碑
の
除
幕
式

を
行
う
計
画
で
す
。
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ス
タ
チ
ン
を

コ
ン
セ
プ
ト
に

デ
ザ
イ
ン

会計のご報告

多くの方々から顕彰碑協力金を賜りま
して心から厚く感謝申し上げます。

協力金総額は５９３万円

１１月３０日現在、顕彰碑協力金とし
て「遠藤章博士顕彰会」の口座に振
り込まれた金額は、２,８１４,０００
円となっております。件数は、法人・団
体等名義、個人名義合わせ３６７件となっ
ております。また、遠藤章博士から寄付
金として３,１２０,０００円をいただいて
おり、収入の総額は５,９３４,０００円となっ
ております。顕彰会では、当初予算の
１,５００,０００円を大幅に上回る協力
金に感謝しております。

建立関係費は４９５万円

顕彰碑建立にかかる費用は、顕彰碑の

工事請負費、デザイン料、除幕式経

費など合わせ総額４,９５０,０００円、

機関紙発行などの事務費３４１,０００円、

理事会費等１８６,０００円、予備費４５

７,０００円となる見込みです。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に

博
士
の
手
形
彫
刻

顕彰碑の裏には受賞歴、モニュメント（左）の裏には経歴を彫刻

顕
彰
碑
協
力
金

ご
芳

名

令
和
２
年
11
月
30
日
現
在

（
あ
い
う
え
お
順
・
敬
称
略
）

・
青
池
研
悟
・
青
山
博
輝
・

秋
田
県
教
育
委
員
会
義
務
教

育
課
（
管
理
班
親
睦
会
・
指

導
学
力
向
上
推
進
班
親
睦
会
・

調
整
企
画
・
教
員
免
許
班
親

睦
会
）
・
秋
田
中
央
高
校
同

窓
会
一
交
会
・
秋
田
ル
ビ
コ

ン
（
株
）
・
秋
山
正
毅
・
浅

野
直
子
・
東
交
通
（
株
）
・

阿
部
一
夫
・
阿
部
九
一
郎
・

阿
部
幸
悦
・
阿
部
悟
・
阿
部

タ
ツ
子
・
阿
部
重
雄
・
阿
部

重
助
・
阿
部
長
悦
・
阿
部
貞

子
・
阿
部
伸
喜
・
阿
部
弘
章
・

阿
部
政
三
・
新
井
敏
彦
・
荒

川
恭
嗣
・
安
藤
純
・
安
倍
秋

雄
・
飯
坂
諭
・
伊
岡
森
亨
・

五
十
嵐
一
治
・
五
十
嵐
恒
憲
・

池
田
寿
志
・
石
井
勇
悦
・
石

川
政
昭
・
石
川
裕
・
石
綿
喜

代
隆
・
石
綿
孝
二
・
石
綿
士

郎
・
伊
豆
俊
祐
・
板
垣
直
俊
・

伊
東
一
夫
・
伊
藤
淳
・
伊
藤

孝
紀
・
伊
藤
拓
・
伊
藤
叶
恵
・

伊
藤
匡
・
伊
藤
勉
・
伊
東
徹
・

伊
東
冨
男
・
伊
藤
成
孝
・
伊

藤
秀
穂
・
伊
藤
広
美
・
伊
藤

雅
和
・
伊
藤
泰
博
・
伊
藤
優

介
・
井
上
利
昭
・
猪
股
知
幸
・

茨
木
則
子
・
医
療
法
人
佐
藤

病
院
理
事
長
佐
藤
泰
和
・
医

療
法
人
明
幸
会
中
央
線
診
療

所
・
植
村
励
・
羽
後
信
用
金

庫
会
長
伊
東
冨
男
・
内
田
隆

仁
・
打
矢
郁
良
・
遠
藤
昭
彦
・

遠
藤
晃
・
遠
藤
正
悦
・
遠
藤

信
一
・
遠
藤
秦
子
・
遠
藤
大

騎
・
遠
藤
忠
平
・
遠
藤
俊
子
・

遠
藤
勝
・
遠
藤
ま
ゆ
み
・
遠

藤
基
・
及
川
や
よ
い
・
大
越

英
雄
・
大
須
賀
博
・
太
田
明
・

太
田
司
・
太
田
洋
平
・
大
高

直
樹
・
大
沼
孝
昭
・
大
庭
珠

枝
・
大
場
ハ
ル
エ
・
近
江
谷

正
幸
・
大
山
厚
・
小
川
圭
子
・

小
川
征
司
・
小
倉
自
治
会
・

長
田
祐
・
織
田
羽
衣
子
・
小

野
倹
太
・
小
野
巧
・
小
野
武

則
・
小
野
利
彦
・
小
野
寺
武

夫
・
柿
崎
智
一
・
柏
原
正
人
・

柏
谷
浩
樹
・
片
倉
幹
男
・
片

村
有
希
・
門
脇
徹
・
金
子
拓

雄
・
（
株
）
黄
桜
の
里
・

（
株
）
佐
藤
組
代
表
取
締
役

佐
藤
正
徳
・
（
株
）
三
栄
機

械
代
表
取
締
役
社
長
佐
藤
淳
・

（
株
）
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
代

表
取
締
役
佐
々
木
正
光
・

（
株
）
大
沼
組
・
（
株
）
カ

ネ
ヒ
コ
・
（
株
）
藤
興
業
代

表
取
締
役
佐
藤
勝
・
鎌
田

信
・
鎌
田
次
男
・
釜
台
憲
二
・

川
越
元
・
川
田
貴
之
・
川
村

和
雄
・
河
本
正
徳
・
菊
地
愛
・

菊
地
透
・
菊
地
真
理
・
北
林

强
・
吉
川
一
成
・
木
内
恵
一
・

協
同
組
合
東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ

ン
ク
プ
ラ
ザ
・
草
階
健
樹
・

久
慈
隆
正
・
櫛
野
忠
義
・
九

嶋
敏
明
・
工
藤
淳
一
・
工
藤

正
栄
・
工
藤
浩
雪
・
工
藤
実
・

工
藤
良
・
小
坂
綾
子
・
小
助

川
美
和
子
・
小
番
幸
雄
・
小

西
力
・
小
西
弘
紀
・
小
林
正

英
・
小
松
和
子
・
小
松
和
美
・

小
松
勝
茂
・
小
松
欽
一
・
小

松
慶
悦
・
小
松
慶
臣
・
小
松

建
・
小
松
健
・
小
松
幸
円
・

小
松
貢
治
・
小
松
賢
・
小
松

幸
月
・
小
松
正
二
・
小
松
丈

介
・
小
松
隆
行
・
小
松
卓
郎
・

小
松
達
也
・
小
松
敏
之
・
小

松
信
記
・
小
松
久
男
・
小
松

秀
穂
・
小
松
浩
・
小
松
聖
明
・

小
松
倫
人
・
小
松
佳
和
・
小

松
喜
恒
・
小
松
義
典
・
金
峯

子
・
金
野
東
・
斉
藤
光
一
・

齋
藤
眞
紀
・
齋
藤
光
正
・
嵯

峨
和
彦
・
櫻
田
瑞
子
・
櫻
庭

直
美
・
佐
々
木
晶
子
・
佐
々

木
功
・
佐
々
木
鋭
一
・
佐
々

木
一
徳
・
佐
々
木
信
幸
・
佐
々

木
肇
・
佐
々
木
秀
綱
・
佐
々

木
斉
・
佐
々
木
光
浩
・
佐
々

木
保
之
・
佐
々
木
豊
・
佐
々

木
雅
廣
・
佐
々
木
亮
介
・
佐
々

田
亨
三
・
佐
々
田
由
美
子
・

佐
藤
勇
雄
・
佐
藤
一
喜
・
佐

藤
栄
子
・
佐
藤
治
・
佐
藤
和

直
・
佐
藤
和
広
・
佐
藤
源
一
・

佐
藤
晃
之
輔
・
佐
藤
修
三
・

佐
藤
十
内
・
佐
藤
俊
一
・
佐

藤
純
一
・
佐
藤
順
一
・
佐
藤

伸
剛
・
佐
藤
晋
平
・
佐
藤
清

一
・
佐
藤
隆
・
佐
藤
武
・
佐

藤
寅
雄
・
佐
藤
範
男
・
佐
藤

仁
志
・
佐
藤
博
敦
・
佐
藤
泰

之
・
佐
藤
真
紀
・
佐
藤
萬
一
・

佐
藤
巳
次
郎
・
佐
藤
道
昭
・

佐
藤
由
美
・
佐
藤
嘉
彦
・
佐

藤
り
ょ
う
子
・
佐
藤
病
院
院

長
佐
藤
泰
和
・
社
会
医
療
法

人
青
嵐
会
理
事
長
小
松
大

芽
・
社
会
福
祉
法
人
蔵
立
会

永
慶
保
育
園
・
真
田
郁
朗
・

讃
岐
勝
美
・
猿
田
正
好
・
志

田
郁
子
・
柴
田
和
尋
・
柴
田

稔
・
嶋
田
親
一
・
清
水
泌
尿

器
科
・
内
科
医
院
清
水
世
紀
・

下
村
永
男
・
十
二
ノ
前
自
治

会
・
菅
悟
・
菅
井
克
子
・
菅

原
賢
治
・
鈴
木
和
雄
・
鈴
木

邦
雄
・
鈴
木
啓
治
・
鈴
木
憲

一
・
鈴
木
幸
治
・
鈴
木
順
孝
・

鈴
木
智
和
子
・
鈴
木
久
・
鈴

木
宏
規
・
鈴
木
亮
・
須
田
高
・

蔵
立
寺
伊
藤
彦
舟
・
高
沢
稔
・

高
田
屋
馨
・
髙
野
睦
・
高
橋

悦
子
・
高
橋
和
幸
・
髙
橋
興

成
・
高
橋
定
敏
・
高
橋
重
保
・

髙
橋
重
剛
・
高
橋
周
也
・
高

橋
忠
英
・
高
橋
忠
宏
・
高
橋

透
・
髙
橋
幹
子
・
高
橋
裕
子
・

髙
橋
義
明
・
高
山
英
雄
・
瀧

澤
徳
彦
・
田
口
良
徳
・
嶽
石

進
・
嶽
石
文
弥
・
竹
内
富
士

夫
・
武
田
公
明
・
武
田
玲
子
・

竹
村
竜
祥
・
多
田
厚
・
舘
岡

潤
・
田
中
祐
治
・
田
中
洋
子
・

田
中
龍
一
・
田
村
清
隆
・
俵

谷
浩
・
丹
啓
記
・
土
倉
新
也
・

土
田
良
二
・
鶴
飼
孝
・
土
井

マ
キ
子
・
戸
賀
瀬
晃
久
・
戸

賀
瀬
百
合
賀
・
寅
田
敏
雄
・

中
井
淳
・
長
岐
亮
・
長
崎
美

由
紀
・
長
澤
辰
徳
・
中
村
武

美
・
中
村
松
夫
・
中
山
恭
幸
・

成
田
祐
也
・
西
野
美
佳
・
根

岸
均
・
根
守
潤
・
能
美
佳
央
・

袴
田
次
郎
・
袴
田
範
之
・
長

谷
川
智
・
長
谷
山
博
昭
・
長

谷
山
洋
子
・
畠
山
カ
ツ
子
・

畠
山
紘
一
・
畠
山
三
郎
・
畠

山
卓
三
・
畠
山
楸
・
畠
山
忠

男
・
畠
山
不
二
子
・
畠
山
勉
・

畠
山
知
也
・
畠
山
与
一
・
畑

山
作
喜
・
初
瀬
武
美
・
東
由

利
中
学
校
板
垣
洋
・
東
由
利

中
学
校
猪
股
正
信
・
福
田
世

喜
・
藤
澤
修
・
冨
士
盛
亜
紀
・

藤
原
孝
一
・
藤
原
孝
弘
・
藤

原
智
彩
子
・
藤
原
直
久
・
藤

原
富
貴
子
・
保
科
良
子
・
本

荘
第
一
病
院
小
松
大
芽
・
梵

天
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
佐
藤
利

秋
・
本
間
光
幸
・
眞
壁
聡
子
・

松
田
聡
・
松
田
美
博
・
松
永

豊
・
松
野
孝
子
・
丸
山
隆
・

三
浦
昭
夫
・
三
浦
徳
久
・
三

浦
春
夫
・
三
浦
宏
・
三
浦
雅

弘
・
三
浦
良
隆
・
み
ど
り
保

育
園
畑
山
玲
子
・
三
舩
文
夫
・

宮
塚
石
英
・
武
藤
祐
浩
・
村

上
康
夫
・
茂
吉
整
骨
院
加
藤

一
三
・
茂
木
好
文
・
安
田
一

彦
・
安
田
浩
幸
・
八
嶋
久
孝
・

矢
萩
富
貴
・
山
口
隆
子
・
山

田
仁
美
・
矢
守
侑
子
・
（
有
）

大
庭
建
設
代
表
取
締
役
大
庭

時
晴
・
（
有
）
東
由
利
電
設
・

由
利
組
合
総
合
病
院
佐
藤
一

成
・
横
田
宏
・
米
田
愛
治
・

米
田
進
・
米
持
隆
司
・
渡
部

昭
・
渡
辺
一
郎
・
渡
邊
清
・

渡
邊
道
明

以
上
３
６
７
名

会
員
勧
誘
の
お
願
い

遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
で
は
、

引
き
続
き
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
遠
藤
章
博
士
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
を
ぜ
ひ
実
現
さ
せ

る
た
め
に
も
、
友
人
や
知
人

を
ご
勧
誘
い
た
だ
き
、
顕
彰

会
組
織
が
更
に
活
性
で
き
ま

す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
報
創
刊
に
あ
た
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
予
防
云
々
が
、

種
々
国
か
ら
我
々
国
民
が
指

導
さ
れ
、
心
身
の
中
身
が
共

に
真
か
ら
ズ
レ
て
き
は
じ
め

た
中
、
令
和
２
年
７
月
25
日

東
由
利
台
山
「
有
鄰
館
」
に

お
い
て
遠
藤
章
博
士
顕
彰
会

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

元
気
そ
う
な
方
ば
か
り
１

０
０
名
近
い
出
席
者
で
あ

り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
は
、
遠
藤
章

博
士
が
高
脂
血
症
治
療
薬

「
ス
タ
チ
ン
」
の
発
見
者
で

あ
り
、
毎
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
の

候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
こ
と

は
熟
知
さ
れ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
因
み
に
私
事
で
あ

り
ま
す
が
、
７
年
ほ
ど
前
か

ら
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

濃
度
が
上
が
り
、
「
…
ス
タ

チ
ン
…
」
が
含
ま
れ
て
い
る

錠
剤
を
服
用
し
て
お
り
ま
す
。

医
学
の
知
識
が
乏
し
い
自
分
、

「
も
し
か
し
て
・
・
？
」
。

◎

◎

立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の

こ
の
顕
彰
会
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
お
力
添
え
で
今
後
も
さ

ら
に
多
く
の
賛
同
者
を
募
り
、

是
非
と
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
・
・
・
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

遠
藤
章
顕
彰
会
副
会
長
兼

機
関
紙
編
集
検
討
委
員
会

委
員
長

小
松
幸
円


